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	応用
	抗原情報
	背景
	出生後の神経発達における接着分子であり、シアリン酸依存性の神経細胞と髄鞘形成細胞との細胞間相互作用を媒介する。α-2,3結合シアリン酸に優先的に結合します。神経細胞のシアリン酸含有ガングリオシド、糖タンパク質RTN4R、およびRTN4RL2に結合して、髄鞘形成細胞と神経細胞との相互作用を媒介する接着分子です（類似性による）。初期の髄鞘形成には必須ではありませんが、正常な軸索髄鞘形成の維持に役割を果たしていると思われます。運動ニューロンをアポトーシスから保護し、損傷後にも保護します。アポトーシスに対する保護は、おそらく神経細胞のRTN4RおよびRTN4RL2との相互作用を介して行われます。成体における髄鞘形成軸索の変性を防ぐために必要であり、これはおそらく軸索細胞膜上のガングリオシドへの結合に依存しています（類似性による）。神経突起伸展の負の調節因子です。背根神経節ニューロンにおける阻害は、主にニューロンRTN4RまたはRTN4RL2への結合を介して行われ、ニューロンガングリオシドへの結合も、ある程度は介在します。小脳顆粒細胞における阻害は、主にニューロンガングリオシドへの結合を介して行われます。感覚ニューロンにおける神経突起伸長の阻害は、RTN4R、RTN4RL2、およびガングリオシドに部分的にのみ依存します。軸索の縦方向成長を阻害します（類似性による）。RTN4Rへの結合により軸索伸長を阻害します（類似性による）。α-2,3結合シアリン酸に優先的に結合します。ガングリオシドGt1bに結合します（類似性による）。
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）
	画像データ
	

	MAG (3J13) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

